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「不都合な真実」 ―――――――――――――― 日工販理事　尾瀬　俊憲

「世界最大級の横形マシニングセンタ MCF5025」
　　　――――――――――――― ㈱牧野フライス製作所　井上　憲司

「2007年度自動車国内需要見通し」 ――――――――――――――――

「平成19年度日工販SE教育各講座開催のお知らせ」「合格者」 ―――――

「福島県郡山からのお便り」 ―――――――――― ㈱テヅカ　中村　太一

――――――――――――――――――――― ㈱カナデン　池尻　　悟

政策／理事会／教育／調査広報／東部委員会／東部研修会／中部懇談会

「第38回通常総会のご案内」――――――――――――――――――――

「生き方」 ――――――――――――――― マルカキカイ㈱　安田　洋祐

「FA流通動態調査1」「工作機械業種別受注額2007年2月」
「工作機械過去5年業種別受注実績」「工作機械過去5年機種別受注実績」
「2006年工作機器生産動態集計表」「2006年工作機械関連産業の生産高」
「2006年世界の工作機械需給」 ――――――――――――――――――

「成るべきして成る」 植田機械㈱　松田　紀男

―――――――――――――――――――――――――――――――――

―――――――――――――――――――――――――――――――――



2日工販ニュースVol.19 No.4

不都合な真実
（An Inconvenient Truth）

　「不都合な真実」という映画を観てきました。アメリカ元副大統領アル・ゴアが地球

温暖化（Global Warming）について世界中で行ってきた講演を映画化したもので、2006

年５月の米国公開以来ドキュメンタリー映画としては異例の大ヒットを続けています。

映画広告のサブタイトルは「Global Warning」です。

　この映画（講演）のポイントは、地球の温暖化が進んでいることです。世界各地の氷

河やキリマンジェロ等多くの状況を紹介しています。これは日本の気象データも示し

ており、又、今年の暖冬等で我々日本人も十分に体感している通りです。

　次に地球温暖化と温室効果ガス（CO2等）には相関関係がある。そのCO2濃度が、既

に過去65万年間で最高のレベルに達しており、このまま上がり続けると地球が大変な

危機に陥ると主張しています。この相関関係についてはIPCC（気候変動に関する政

府間パネル）が本年２月の第４次報告書で「温室効果ガスが温暖化の原因である確率は

90％を超える」と報告し、アル・ゴアの主張を裏付けています。

　３番目にこの危機は解決出来る。そのための科学的・技術的なノウハウはすでに

ある。今のやり方を変えてすぐに行動することだと訴えています。

　さて、これがなぜ「不都合な真実」なのでしょうか？

日工販理事

尾　瀬　俊　憲
（伊藤忠メカトロニクス㈱　取締役社長）
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　ブッシュ政権にとって、これを真実と認めることは支援団体である石油会社等に

とって不利益であり、それがブッシュ政権にとって不都合である。その為ブッシュ政

権は、科学者たちの意見を無視する等の行為で、米国の温暖化防止策を遅らせている

というものです。この点は、政治的に色々と議論があると思いますので、これ以上の言

及は避けます。ただ、アル・ゴアの活動が、世界で大きな反響を呼び米国社会を動かし

ているところを見ると、行き過ぎた権力には常に逆のバネが作用するという、米国の

健全性をあらためて感じています。

　アル・ゴアが言っている「不都合な真実」（真実の中には耳の痛いものがある。なぜな

らそれに耳を傾け真実として認めると、あなたが変わらなければならない。その変え

ることがあなたにとって都合の悪い場合がある。）ということについて思い当たること

はありませんか？

　自分にとって耳の痛いことは聞きたくない。又、相手にとって耳の痛いことも言い

たくないのが普通の人間だと思います。特に地球温暖化問題のように、本質的な問題

に対しては余計耳をふさいでしまう。又、ゆっくりと進行する問題はつい後回しになっ

てしまう。それが結果的にもっと不都合な結末を生むことがあります。

　企業の不祥事、老舗企業の没落等、皆が気づいていたはずの「不都合な真実」を無視

して対応しなかったことが要因と思える事例は沢山あると思います。身近な例でも自

分が傷付かない為、あるいは相手を傷付けない為に真実を伝えなかった事が、結果と

して取引を破談にしたり、人間関係の溝を更に深めたりした経験は無いでしょうか。特

に工作機械業界は永年の取引関係・人間関係を重視する文化があるだけに、「不都合な

真実」が聞こえにくいのでないかと危惧します。

　たとえ一時的に気まずくなったとしても、ここという時には、間違いは間違いだと

はっきり言うこと、お互いに「不都合な真実」と真正面から向かい合うことが、本当

の信頼関係ではないかと思います。
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㈱牧野フライス製作所
大型MC開発セクション

井　上　憲　司

　牧野フライスが新たに開発した横形マシニン

グセンタMCF5025は重電、石油エネルギー、

航空宇宙、鉄道車両、船舶などの重工業関連や、

工作機械、建設機械、半導体製造装置、そして金

型などの大型部品を高能率に加工する世界最大

級のマシニングセンタである。ただ大きいだけで

はないMCFの特徴をここに紹介する。

『高速・高精度の追求』

　機械の特徴を大きく左右する案内面には、重量

物を支えることが出来るすべり案内面を採用し

ながら、自社が開発した半浮上方式を採用するこ

とで、最大積載質量15tonの大型ワークを、送

り速度16m/minもの高速で高精度な加工を行

うことができる。

　半浮上方式とは、偏荷重やワーク質量の違いに

応じてエアー圧力を自動的に調整し、テーブルに

かかる質量をバックアップすることで摺動抵抗

を一定量に制御するもので、分解能0.1μmのス

ケールフィードバックシステムとマキノ独自の

GI.3制御（高速高精度輪郭制御）との融合により

9898
世界最大級の横形マシニングセンタ

MCF5025

高応答性と高速性の両立を実現した。

　テーブル（B軸）は最小単位0.0001°で割出し

が可能で、割出しテーブルでありながらモータの

保持トルクで常に位置を修正するサーボクラン

プ方式を採用することで、高精度な多面加工が可

能である。

　パレットは6個のテーパコーンで強固にテー

ブルに保持されており、ワークの高い位置でも高

負荷切削が可能である。

『様々なニーズに対応する主軸バリエーション』

　主軸はバースピンドル、RJ2スピンドル、ヘ

ビーホガースピンドルとタイプの異なる3種類

から選択でき、様々な加工物に対応可能である。

　バースピンドル（4000min-1）はストローク

300mmのW軸を持ち、加工物への接近性が良

く、アルミ、スチール、鋳物などの部品加工に適

している。

　RJ2 スピンドル（15000m i n -1または

18000min-1、出力30kWまたは50kW）は大

型機では異例の高速回転と出力を誇り、アルミの
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高速加工や金型の仕上げ加工に適している。

　ヘビーホガースピンドル（3000min-1）は

3600N・mという超高トルクを有し、ニッケル

合金やチタンなどの難削材を高能率に加工する

ことができる。

『横型マシニングセンタだから実現する工程

集約と自動化』

　横型マシニングセンタの特徴として、切りくず

排出性がまず上げられる。MCFはその特徴を生

かし、最大240本を収納できる大容量工具マガ

ジンと、パレット自動交換装置あるいはパレット

自動搬送システムを組み合わせて、無人運転シス

テムの構築が可能であり、加工物の取り付け作業

に時間を要する大型部品も、外段取り化すること

でリードタイムを大幅に削減できる。

　また、大型機でありながら機械の全周を覆うス

プラッシュガードや切りくずを自動排出するリ

フトアップチップコンベヤを設置可能なことも

自動化を可能とする特徴の一つであり、同時に工

場のクリーン化が実現できる。

『自社設備に見られる導入効果』

　マキノは自社製品に使用するベッドやコラム

などの大型部品加工にMCFシリーズを積極的に

取り入れている。従来の門形5面加工機で行って

いたタップ加工前の清掃作業が、MCFシリーズ

導入後不要となり連続加工が可能となるなど、

トータルリードタイムは半分に減少した。

　浅切り込み・高速送りのFF加工を積極的に取

り入れることで、工具やワークの発熱を抑えるこ

とができ、加工精度が飛躍的に向上し、研削加工

やキサゲなどのあと工程の時間短縮が図れた。

　コンパクトな主軸で接近性が良い特徴を生か

し、切削条件や工具長を見直すことにより使用す

る工具本数の削減が可能となった。

　マキノはこのMCFシリーズで大型部品の世界

に高速・高精度加工という新たなソリューション

を提案する。

MCF5025主な仕様

移動量（X×Y×Z）

最大積載質量

最大ワーク旋回径

最大主軸回転速度

最大切削送り速度

工具収納本数

フロアスペース

5050×2500×3000mm

15000kg

φ5300mm

3000, 4000, 15000, 18000min
-1

16000mm/min

60,120,240本

20×12m（パレットチェンジャ仕様）



よもやま

6日工販ニュースVol.19 No.4

２００７年度（平成１９年度）自動車国内需要見通し
―― （社）日本自動車工業会 ――

3月15日、（社）日本自動車工業会は2007年度の自動車国内需要見通しを発表しました。

当業界にとって多大な影響を及ぼす予測であり、会員の関心も大きなものと思われますので

コメントの全文と予測データを掲載します。（事務局）

うち、登録車は3,541千台・前年比98.2

%、軽四輪車は、1,980千台・前年比97.6%。

２．普通・小型四輪乗用車

①2006年度の普通・小型四輪乗用車需要は

3,047千台・前年比91.3%になるものと見

込まれる。これは、

○燃料価格の高騰等により、小型車を中心に

軽乗用車へのシフトが見られた

○企業収益の改善や生産の回復から、雇用環

境には改善が見られたものの、 所得の大幅な

回復が見られず、消費者マインドの改善が

見られなかった

○新型車投入やモデルチェンジが前年度より

少なかったこと等が主な要因。

②2007年度については、

○企業収益が引き続き回復することから所得

の改善が期待され、消費の 緩やかな回復が

見込まれる

○燃料価格の落ち着きにより、軽乗用車シフ

トが一段落すること等から、3,085 千台・

前年比101.2%と見込まれる。

１．四輪車総需要の動向

①2006年度の四輪車総需要は5,634千台・前

年比96.1%になるものと見込まれる。内訳

は、登録車が3,606千台・前年比92.1%、軽

四輪車が2,028千台・前年比104.1%。軽自

動車需要では、新型車投入やモデルチェンジ

等により大幅な前年度超えとなった。一方、普

通・小型乗用車が、新型車投入やモデルチェ

ンジが前年度より少なかったことや、四輪ト

ラック需要が、自動車NOx・PM法に伴う新車

代替が減少したことにより、登録車需要は大

幅な前年割れとなり、四輪車総需要では、全体

では前年度を下回った。

②2007年度については、

○米国経済の減速が見込まれる一方で、中国

経済等の堅調な推移により、引き続き輸出

の伸びが見込まれる

○好調な企業業績を背景に設備投資の増加が

見込まれること等により、日本経済は景気

回復の持続が期待される。しかし、

○自動車NOx・PM法の規制対象台数の減少

が続くこと等により、四輪車総需要は

5,521千台・前年比98.0%と見込まれる。

Ⅰ．四　輪　車
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３．軽四輪乗用車

①2006年度の軽四輪乗用車需要は1,524千

台・前年比107.5%になるものと 見込まれ

る。これは、

○燃料価格の高騰による軽乗用車志向の高まり

○多数の新型車投入やモデルチェンジ効果等

が主な要因。

②2007年度については、引き続き軽乗用車志

向は高いものの、

○燃料価格の落ち着き

○前年度に比べ、新型車投入が少ないことで

モデルチェンジ効果が弱まること等により、

1,490千台・前年比97.8%と前年度割れ

が見込まれる。

４．普通トラック

①2006年度の普通トラック需要は、前半に自

動車NOx・PM法による新車代替が 増加した

こと等により、202千台・前年比101.0%に

なるものと見込まれる。うち大中型トラック

需要は106千台・前年比99.6%でほぼ横ばい。

②2007年度については、

○自動車NOx・PM法の規制対象台数の大幅

な減少

○ここ数年の需要先取りによる反動減等によ

り、151千台・前年比74.8%と大幅減が見

込まれる。うち大中型トラック需要は80千

台・前年比75.8%。

５．小型四輪トラック

①2006年度の小型四輪トラック需要は、自動

車NOx・PM法による新車代替が年度後半弱

まった影響により、340千台・前年比95.2%

になるものと見込まれる。

②2007年度については、

○自動車NOx・PM法の規制対象台数の大幅

な減少

○ここ数年の需要先取りによる反動減等によ

り、290千台・前年比85.3%と見込まれる。

６．軽四輪トラック

①2006年度の軽四輪トラック需要は504千

台・前年比94.9%になるものと見込まれる。

これは、主要ユーザーである小規模商店や農

家などが減少する構造的要因に加えて、前年

のモデルチェンジ効果が弱まったこと等による。

②2007年度については、景気回復は続くもの

の、構造的な要因を背景に490千台・前年比

97.2%と見込まれる。

７．大型バス

①2006年度の大型バス需要は5.6千台・前年

比91.8%になるものと見込まれる。これは、

自動車NOx・PM法による新車代替が減少し

たことによる。

②2007年度については、トラック同様に自動

車NOx・PM法の規制対象台数の大幅な減少

から、4.8千台・前年比85.7%が見込まれる。

８．小型バス

①2006年度の小型バス需要は11千台・前年比

93.5%になるものと見込まれる。

　年度後半に自動車NOx・PM法の新車代替が

減少したことに加え、燃料価格の高騰等の影

響もあり前年割れとなった。

②2007年度については、トラック同様に自動

車NOx・PM法の規制対象台数の大幅な減少

から、10.5千台・前年比95.5%が見込まれる。
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３．原付第二種

①2006年度の原付第二種の需要は、87千台・

前年度比102.3%と見込まれる。これは、都

市部における有用性が見直されるとともに、 新

規免許取得者層（普通二輪小型限定AT免許）

の増加などによる。

②2007年度については、ニューモデル効果と

新規免許取得者層の増加が引き続くことが推

測されるため、94千台・前年度比108.0%

と見込まれる。

４．軽二輪車

①2006年度の軽二輪車の需要は、96千台・前

年度比93.0%と見込まれる。これは、都市部

における駐車場不足が顕在化し、需要への影

響が懸念されるためである。

②2007年度については、ニューモデルの投入

や駐車場の整備も進むことが期待されること

から、104千台・前年度比108.3%と見込ま

れる。

５．小型二輪車

①2006年度の小型二輪車の需要は、84千台・

前年度比106.3%と見込まれる。これは、高

速道路二人乗り解禁の認知拡大、二輪車ETC

システムの導入など、環境面での改善や

ニューモデルの投入効果による。

②20 0 7 年度については、環境面の改善や

ニューモデル効果に加え、団塊世代の定年後

の趣味財として期待されることから、87千

台・対前年度比103.6%と見込まれる。

Ⅱ．二　輪　車

１．二輪車総需要の動向

　二輪車市場は、近年、高速道路二人乗り解禁や

AT免許の導入、二輪車ETCシステムの導入など

環境面での改善が図られている。一方、若年人口

の減少、原付免許新規取得者の減少など構造変化

が著しいなか、駐輪場の不足や排ガス規制への対

応など新たな課題もみられる。

　このような背景のもと�

①2006年度の二輪車国内総需要は、730千

台・前年度比97.9%と見込まれる。これは、

原付第一種と軽二輪車で前年を下回ったこと

による。

②2007年度については、原付第二種、軽二輪

車、小型二輪車で前年を上回るものの、原付第

一種が前年を大きく下回るため、二輪車トー

タルでは718千台・前年度比98.4%と見込

まれる。

２．原付第一種

①2006年度の原付第一種の需要は、463千

台・前年度比96.8%と見込まれる。これは都

市部における駐輪場不足の問題もあり、減少

傾向が引き続いたことによる。

②2007年度については、引き続き都市部にお

ける駐輪場不足の問題と、新たに排ガス規制

に伴う価格上昇とモデル数の減少などの影響

も懸念されることから、433千台・前年度比

93.5%と見込まれる。
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2007年度（平成19年度） 自動車国内需要見通し

普　　　通　　　車

小　型　四　輪　車

〈 　 小 　 計 　 〉

軽 　 四 　 輪 　 車

計　　　　

普　　　通　　　車

（うち大中型）  

小　型　四　輪　車

軽 　 四 　 輪 　 車

計　　　　

大　　　　　　　型

小　　　　　　　型

計　　　　

合　　　　　　　　計

登 録 車

軽　　四　　輪　　車

2005年度
A

2006年度
B

（一部推定）

四
　
輪
　
車

乗
用
車

ト
ラ
ッ
ク

バ
ス

原　付　第　一　種

原 付 第 二 種

軽 二 輪 車

小 型 二 輪 車

計　　　　

合　　　　　　　　計

二
　
輪
　
車

原
付
第
二
種
以
上

2007年度
C

見通し

対前年比　％

2006年度
B/A

2007年度
C/B

注：輸入車を含む。

（単位：台）

1,256,385

2,081,711

3,338,096

1,417,273

4,755,369

199,975

105,925

357,252

531,089

1,088,316

6,100

11,760

17,860

5,861,545

1,233,000

1,814,000

3,047,000

1,524,000

4,571,000

202,000

105,500

340,000

504,000

1,046,000

5,600

11,000

16,600

5,633,600

1,225,000

1,860,000

3,085,000

1,490,000

4,575,000

151,000

80,000

290,000

490,000

931,000

4,800

10,500

15,300

5,521,300

98.1

87.1

91.3

107.5

96.1

101.0

99.6

95.2

94.9

96.1

91.8

93.5

92.9

96.1

99.4

102.5

101.2

97.8

100.1

74.8

75.8

85.3

97.2

89.0

85.7

95.5

92.2

98.0

3,913,183

1,948,362

3,605,600

2,028,000

478,353

85,080

103,266

79,043

267,389

745,742

463,000

87,000

96,000

84,000

267,000

730,000

3,541,300

1,980,000

433,000

94,000

104,000

87,000

285,000

718,000

93.5

108.0

108.3

103.6

106.7

98.4

92.1

104.1

98.2

97.6

96.8

102.3

93.0

106.3

99.9

97.9

資料：（社）日本自動車工業会
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6万円

12.6万円

6.4万円

7.3万円

9万円

（消費税込）

9万円
10万円

10万円

11万円

4.7万円

6.5万円

5.6万円

5千円

3日間

SE資格認定コース

集合教育（3日間）
通信教育（必修1科目、選択5科目）

特別認定コース
（営業経験7年以上）

専門講座1日とSE通信教育2科目

専門講座1日とSE集合教育2日

専門講座1日とSE通信教育1科目と
集合教育1日

認定手数料として

集合1日、通信選択4科目

集合2日、通信選択3科目

6.0万円
6.6万円

19万円

講　　座　　名

基礎講座

ＳＥ講座

永世資格

更新研修

会　　員 会　員　外

受　講　料

　平成19年度の日工販SE教育講座の実施予定が2月27日開催の教育委員会で決定致しましたのでお

知らせ致します。

　本年度の基礎講座は15年目、SE講座は16年目を迎え、18年度までの受講者数は基礎講座に1,233

名、SE講座に2,305名、更新研修に766名におよび、多数の日工販SE資格者が業界で活躍中です。

・国内市場が縮小する一方でアジア新興勢力が成長を続けるなか、販売戦略それに伴う社員教育に対する

関心が急速に高まっています。日工販SE教育は早くからセールスの重要性に着目し、設備機械販売に

特化した人材育成を基幹事業の一環として毎年実施しています。

・「基礎講座」は、工作機械・プレス機械や販売の基本知識を学ぶとともに、"ものづくり"に直接触れる体

験学習を通して機械の役割を学び、グループ実習後の講師・指導員を交えた懇親会は新しいネットワー

クづくりの場となっています。

・日工販SE認定証が取得できる「SE講座」は、ものづくり現場を熟知した講師陣からセールス活動に役

立つ最新情報や動向について講義される集合教育、そして忙しい日常の中で時間を調整しながら機種別

専門知識が学べる通信教育の2本立てで構成されています。SE認定証の取得については募集要項（募

集時期にご担当者宛郵送）をよくご覧のうえ日工販教育事業局にお問い合せください。

・「日工販SE」認定証は有効期限が5年と定められており、資格取得後3年半を経過すると「更新研修」で

スキルの見直しと資格の延長を行ない、その後は再更新申請手続きにより永世SE資格を取得すること

ができます。

・平成19年度の基礎講座の募集は4月、SE講座・更新研修は8月に実施します。受講を希望される方は

募集要項をよくご覧のうえお早めにお申し込みください。

（日工販教育事業局 TEL.03-3454-7951）

平平平平平成成成成成１１１１１９９９９９年年年年年度度度度度     日工販日工販日工販日工販日工販SESESESESE教教教教教育育育育育各各各各各講講講講講座座座座座開開開開開催催催催催のののののおおおおお知知知知知らららららせせせせせ

Ｓ

Ｅ 教育

Ｓ

Ｅ 教育
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Ｓ
Ｅ教育

　

Ｓ Ｅ教

育

講　座　名

講座のねらい

対 象（経験）

募 集 時 期

実　　　　施

実 施 期 間

開 催 場 所

備　　　　考

基礎講座
SE講座

集合教育 通信教育

更新研修

必　修 選　択

工作機械と販売
の入門教育

5月24～26日
応募者60名を
超えた場合は
6月7～9日

11月8日
　　 （東京）
11月15日
　 （名古屋）

日本工業大学
工業技術博物館
他

実習見学を含む
初心者用コース

0 ～ 2 年

4　月

全3日間

中級基本知識の
体系的研修

SE資格者のメンテナンス
とリファイン

機種別専門知識を
わかりやすく解説

10月11～13日（東京）
10月18～20日（大阪） 
10月25～27日（名古屋）

東京、大阪、名古屋の
3会場で各1回

東京、名古屋
の2会場で
各1回

個人宛教材郵送
レポート提出・採点
・結果通知

必修1科目、選択5科
目以上を6～12ヵ月
で履修

※ 注 2） 参照「日工販SE資格」認定コース

3　年　～

8　月

資格取得後3.5年～

8　月

全3日間 1日間

11月上旬配本

選択の内容
による

選択の内容
による

注 1）
2）
会場の都合により開催場所及び日程が変更になることがあります。
「更新研修」では、「必修専門講座」での2単位と選択として現行の「SE講座（集合・通信）」から
4単位、合計6単位が必要となります。

平成１９年度 SE教育各講座の実施予定

左記のSE講
座（集合・通
信）から任意
選択

更新研修合格者  第92回発表
今回は3月の合格者1名です。

認定No. 会社名 合格者名

07-11R-1446 京華産業㈱ 二階堂　享

日工販SE合格者  第１4１回発表
今回は3月の合格者16名です。

認定No. 会社名 合格者名

07-16-1870 三立興産㈱ 根津谷勇人
07-16-1871 ㈱東　陽 菅沼　広紀
06-16-1872 ㈱森精機製作所 井岡　益美
06-16-1873 メルダスシステムエンジニアリング㈱ 亀井　　強
07-16-1874 メルダスシステムエンジニアリング㈱ 広中　成紀
07-16-1875 興銀リース㈱ 河内　　徹
07-16-1876 興銀リース㈱ 上田　靖純
07-16-1877 興銀リース㈱ 佐藤　幸一

認定No. 会社名 合格者名

07-16-1878 興銀リース㈱ 大島　恵一
07-16-1879 三井住友銀リース㈱ 石塚　康成
07-16-1880 東銀リース㈱ 長江　英明
07-16-1881 日立キャピタル㈱ 前野　剛志
07-16-1882 住商リース㈱ 松村　　知
07-16-1883 日本機械リース販売㈱ 柳沢　幸男
07-16-1884 岩谷産業㈱ 三村　智暁
07-16-1885 昭栄産業㈱ 高橋　佳明
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Part 2

㈱テヅカ
郡山営業所

中　村　太　一

福島県郡山からのお便り福島県郡山からのお便り福島県郡山からのお便り

こんにちは

　この4月で入社して6年が経ちました。6年という時間は学生の頃は非常に長く感じられましたが、

社会人の6年間はあっという間に過ぎてしまったという気がします。皆様から見たら、若くないと思われ

るかも知れませんが、ギリギリ若い社員として書かせていただきます。

　現在は福島県の郡山に勤務しております。こちらに来てから4年になりますが、今年の冬はいままでに

なく暖かかったです。雪がちらつくことも少なくあまりにも降らないので拍子抜けしてしまいました。

また少し寂しい感じもしました。

　4年前にここに赴任して初めての冬、それはもう散々でした。生まれ育ちは埼玉のためはっきりといっ

て雪には縁がありません。子供の頃は雪が降ろうものならめったにあることではないので嬉しくてはしゃ

いだものです。ここでは冬は雪が降るのは当たり前。それなりの備えが必要です。同僚から「スコップ

と長靴は買っておいたほうがいいよ。」とご忠告を受けたのに、なんで買っておく必要があるのか分らず、

冬の備えは全くしませんでした。その答えは早くも一週間後に分りました。その日は前日から雪が非常に

強く降りまして、朝起きて外を見たら驚きました。どちらの方向を見ても真っ白です。本当に真っ白な銀

世界でした。膝まで雪が積もっており、歩くのも四苦八苦です。冬の備えがなく長靴がない私は靴の中に

雪を詰め込みながら駐車場までなんとかたどり着き車に乗りました。さあ次は車を動かそうとしました

が、動かないのです。雪が積もっている量があまりにも多いからでした。スコップがあれば、雪かきをし

て動かせるのですが…ないものはしょうがありません。結局、その日は会社までやっとの思いで歩いて行

き、スコップを借りてまた自宅まで戻り、雪かきをし、なんとか車を動かすことが出来ました。会社に

戻ったころには正午を過ぎてしまい、その日は疲れて仕事になりませんでした。他にも雪の思い出は沢山

ありますが、恥ずかしい思い出の方が多いのでこのくらいにしておこうと思います。

　桜も咲いて暖かい季節になりました。社会人になってから運動不足が否めない私は、昨年ゴルフに挑戦

したいと思いある程度の道具を揃えました。数度、足を運びましたが、なんとなく性に合わず苦手意識に

なってしまいやむを得ず練習を中止していました。今年こそは猛練習をして『人並みにゴルフをできるよ↑



13 日工販ニュースVol.19 No.4

㈱カナデン
産業メカトロニクス部
産業システム1課

池　尻　　悟

　思い起こせば入社し神奈川支店機電部電機課に配属されてから、はや10年が経ちました。最初の2年

間は、三菱電機の放電加工機を担当し、その後6年間は他部署へ転属となり、昨年、現部署に転属となり

再び放電加工機を扱うことになりました。入社当時は、文系の学部卒業ということもあり、工作機械に対

しての抵抗感と不安感でいっぱいでした。研修を通じて少しずつ機械を理解できるようになり、既納先の

巡回という形で初めて営業に出ていた際に、とても貴重な経験をすることができました。

　数ヵ月前に新品の機械を納入したばかりの客先へ伺った時のことです。オペレーターの方から相談を受

け、研修で習ったことを活かせると思い客先の機械を操作し対応していたところ、下部アームを破損する

という事故を起こしてしまいました。あまりの出来事に愕然とし、まずは、オペレーターの方に状況を報

告のうえ社長に謝罪し、会社の上司へ報告し対応策を相談しました。機械の修理が先決の為、真っ先に修

理会社へ依頼し、会社からは客先を担当している販売店へ報告の上、上司には現場に急行してもらいまし

た。あらためて上司とともに客先の社長へ謝罪をしていると、社長からは意外な言葉を聞くことができま

した。

　「善意で作業を行い、失敗してしまったことに対して責めるつもりはない。今回の件で萎縮してダメに

なって欲しくはない。若い人の将来を潰すような事はしない。」

　激しく責任追及をされることを覚悟の上でいた私にとって、耳を疑うのと同時に、社長の人間性に大変

感動したのを覚えています。

　中小企業の社長であっても、やはり社長は経営者の立場で人の教育に対する考え方を人一倍お持ちにな

り一般の人とは違っていると改めて実感致しました。その事件以後も、同客先へは何度か訪問し勉強させ

て頂きました。

　あれから9年が経ち、他部署への異動もありましたが客先へ訪問した際も、機械を操作することはなく

なってしまいましたが、あの時の社長のお言葉は私にとって人の教育という考え方に大きな影響を与え続

けております。

うになる。』と恥ずかしながら目標を立てました。ゴルフが好きな方からは「あの爽快感がたまらない。」

とうかがっています。私もその気分を是非味わってみたいと思います。もちろんゴルフの練習以上に仕事

の面で日々精進していきたいと思います。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

↑
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第２０９回　定例理事会

の結果、全員の賛同を得たので本日の理事会に諮り

推薦の承認を得ることにした。

（３）平成19年度事業計画について

　東部、西部は例年通り、中部は3/19懇談会で最終

案を決める。調査広報委員会は懸案のリクルート用

DVD作成予算案を提案する事で了承を得た。

（４）その他

①インターネット委員会を廃止する件

インターネット委員会は、当初の役割を果たし実

務を守って行けばよいので調査広報委員会内の一

部として吸収すればよいとの後藤インターネット

委員長よりの提案があり、審議した結果、全員の賛

成を得たので理事会に諮り承認を得ることにした。

②19年度通常総会時会長表彰のこと

専務理事より、理事・監事、委員会委員を10年務

めた方を会長表彰する表彰規定に基づき、本年4

名の該当者を表彰したい旨提案があった。

③18年度の収支予想のこと

専務理事より一般会計、教育事業特別会計の今期

収支予想についての概略の報告があり了承された。

詳細については理事会で説明し承認を得ることに

した。

次回政策委員会：

　5月9日（水）　11：00～12：00

　名古屋／安保ホール

議 事 録 から議 事 録 から

日　時：3月7日（水）　13：00～14：10

場　所：大阪／大阪産業創造館　6階会議室D

出席者：石川委員長、委員7名、事務局2名

委員長挨拶：

　世の中の景気は色々問題が含まれていて大変な所

もあるようですが、全般的には世界中どこも順調な

形で推移していると思います。工作機械も特にメー

カーの方は順調ということであり、我々にとっても

そこそこの状態で進んでいるように思われます。今

年は日工販にとりましては役員改選ということもあ

ります。次のステップに向けて日工販自身も改革を

していかなければならないと思います。中心となる

政策委員会ですので本日のご審議を宜しくお願いし

ます。

議　題：

（１）役員改選について

　今回は現専務理事の退任に伴い、理事会で次期専

務理事候補の推薦を頂き正会員に賛否を問う事にな

る。まず、理事定数の確認を行った。

①会長による選挙管理委員長・委員指名のこと

選挙管理委員長には羽賀総務委員長を指名、委員

として柴田理事にご都合がつけばお願いしたい旨

発言があり、理事会に諮り承認を得ることにした。

②選挙日程確認

専務理事より日程の説明。全員の了解を得たので

理事会に諮り承認を得ることにした。

③選挙用紙形式

専務理事より今回の投票用紙形式について、今ま

での形式で推薦専務理事の賛否を求めたものとな

る旨説明があり、出席者全員の了承を得た。

（２）次期専務理事のこと

　専務理事より、事務局長宇佐美浩氏の次期専務理

事としての推薦をお願いしたい旨の提案あり、審議

第７０回　政策委員会

日　時：3月7日（水）14：30 ～ 16：40

場　所：大阪／大阪産業創造館　6階D会議室

出席者：石川会長、副会長2名、専務理事、

　　　　理事12名、事務局2名

会長挨拶：

　日本経済も堅調に推移している。工作機械業界も
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7名、西部5名となり、現在と同数である旨説明が

あり、確認された。尚、監事3名、専務理事1名に

関しても併せ確認された。

（３）平成19年度事業計画案・予算案策定方針

について

　石川会長より、審議の結果、調査広報委員会による

新入社員リクルート用DVD作成事業以外は、例年並

みの事業での予算案を各委員長より次回の理事会に

提出するよう要請された。

　調査広報委員会で進めている新入社員リクルート

用DVD作成について、田尻委員長に代わり宇佐美事

務局長より内容、制作費等について説明があり、実施

したい旨申し出があった。

　審議の結果、了解を得たので調査広報委員会で作

業を進め、委員会予算案に計上することになった。

（４）次期専務理事として現事務局長宇佐美浩氏

推薦のこと

　石川会長より、昨年9月より事務局長として在籍

中の宇佐美浩氏を本年6月総会終了後退任される荘

司専務理事の後任として正式に理事会推薦したいと

の要請があり、審議の結果全員の賛成を得たので、次

期役員選挙時に正会員に賛否を問うことになった。

賛成が得られれば通常総会終了後に専務理事に就任

することになる。

（５）その他

①永年勤続表彰のこと

専務理事より、表彰規定である理事、委員会委員

を10年務めた4名の会長表彰提案があり、審議の

結果全員の表彰が承認された。表彰対象者は赤澤

機械㈱取締役社長赤澤正道氏、㈱カネコ・コーポ

レーション取締役会長金子静二氏、㈱トーメンテ

クノソリューションズ専務取締役若林良直氏、イ

ンターネット委員として作業部会時から貢献され

ている賛助会員の㈱ツガミ販売企画部課長羽田敏

也氏の4名。

②インターネット委員会の調査広報委員会への統合

後藤委員長よりインターネット委員会は発足して

9年となり、日工販HPは骨格が固まり、そろそろ

委員会のお役目は終わったと思うので、調査広報

委員会に吸収させ、その中で活動することにして

高原状態での受注が続いていて、先行きもそこそこ

明るいと見られている。特に工作機械メーカーは輸

出が順調に伸びてきており、国内も自動車の方が少

し遅れるという見方もあるが、秋には出てくるとの

観測もあり、今年いっぱいは十分昨年並みの数字が

上がって受注は1兆4,000億円に行くのではないか

という見方が多い。しかし我々販売に携わっている

ものとしては、工作機械国内市場は一時程の勢いが

なくなってきたと感じられ、1兆4,000億円には首

を傾げるのが実情である。

　日工販は今年が役員改選の年で、新しい日工販を

目指して進んで行きたい。是非積極的に意見を出し

て頂き会議を進めて行きたいので宜しくお願いする。

議　事：

［付議事項］

（１）平成18年度決算見込み報告

　専務理事より報告。一般会計の支出は予算に対し

減少、収入はプラスとなり結果として予算を余した

かたちとなった。教育事業特別会計の収入は見込ん

でいた受講者数に対しSE及び更新の受講者が大幅に

増えた事により予算に対し大幅増、一方支出は受講

者増により会場費、テキスト資料等の増加があった

が結果として収支差額は予算対比大幅プラスと

なった。

（２）平成19年度役員選挙及び理事定数確認のこと

①選挙管理委員会メンバー選出のこと

石川会長より内規に基づき選挙管理委員長は羽賀

総務委員長に、委員を柴田理事にお願いしたい旨

発言があり、理事全員の承認を得た。

②選挙スケジュールのこと

専務理事より選挙日程は3/23事務局より正会員

宛投票用紙郵送、4/4事務局到着をもって投票締

め切り、4/5午後1時より開票、4/6開票結果に

ついての選挙管理委員会報告を正会員宛発送とし

たい旨、提案があり全員の賛成を得た。

③役員数：理事定数会員の1／3以内＝24名

専務理事より19年度理事定数は｢役員選挙に関す

る申し合わせ｣により現正会員数72の1/3である

24名であり、現正会員数により東部12名、中部
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年の賀詞交歓会は1月9日(水)、19年度各地区の

講演・忘年懇親会は東部12/7(金)、中部12/5

(水)、西部12/4(火)に開催。

（３） その他

商取引基本契約書の件

　宇佐美事務局長より報告。公正取引委員会経済取

引局企業取引課に商取引基本契約書サンプルを送付

の上相談した。親切に対応をしていただいたが残念

ながら同委員会は独占禁止法、景品表示法、下請け法

に対する公正化への運用を行っており、本件は管轄

外とのこと。参考までに経済産業省の窓口に本件説

明し契約書サンプルを提出した。財団法人東京都中

小企業振興公社にも相談をした。先方は下請取引の

紹介、斡旋、育成指導をおこなっており、公取委同様、

本件は管轄外であるが助言としては議事録、検収書

でしっかりと抑えておくようアドバイスがあった。

　

次回定例理事会：

　5月9日（水）　12：30～15：30

　名古屋／安保ホール

第９０回　教育委員会

ほしい旨提案あり、審議の結果、今期末をもって

インターネット委員会機能を調査広報委員会に移

管することが承認された。

④SE資格承認シール在庫品廃棄処分のこと

平成11年3月以降注文のない承認シールの期

末廃棄処分の提案が教育委員長よりあり、承認

された。

［報告事項］

（１） 流通動態調査平成19年1月結果

　専務理事より説明。受注は全体の流れとして輸出

は順調であるが国内は頭打ちの状況である。売上は

前年対比依然としてプラスを保っており、3月まで

は順調に行ってくれそうである。日工会受注統計の

外需はアメリカもまだ堅調で、欧州も順調に伸びて

おり、特に旧東欧地区も増えている。中国向けはやや

かつての勢いは落ちてきている。そうは言っても全

体としては依然として受注の絶対額水準は高い。但

し個々の案件では相当波がきており、自動車関連が

19年度中ごろから立ち上がると盛んに言われていた

が、それも大分怪しくなってきているのが現状では

ないかと思われる。国内はやや厳しさが増してくな

ることになりそうである。

（２）委員会報告

①教育委員会　2/27　出席者11名

機械工具会館

詳細は日工販ニュース4月号参照。

②調査広報委員会　2/21

田尻委員長欠席のため事務局長より報告

出席者9名　機械工具会館

詳細は日工販ニュース4月号参照。

③東部地区委員会　尾瀬委員長報告

2/28　出席者 研修会48名・懇親会44名

仏教伝道センター

詳細は日工販ニュース4月号参照。

④西部地区委員会　赤澤委員長報告

1/28　出席者6名　エル・おおさか

詳細は日工販ニュース4月号参照。

⑤専務理事より報告

会場の関係から既に決定している行事として、来

日　時：2月27日（火）　12：30～15：00

場　所：機械工具会館　5階会議室

出席者：植田委員長、委員7名、事務局3名

植田委員長挨拶：

　日工会発表の1月受注は1,199億円で依然として

高い水準にある。しかし良いところと悪いところと

ムラがある。33ヵ月連続1,000億円超えとなった

がこれから先どう変化していくのか。工作機械の受

注は高水準で推移しているが、メーカーの中ではか

なり納期の短い物も出てきている。国内販売が85％

ほどを占めている協会メンバーにとってはここが踏

ん張りどころである。国内から買っていただくため

にはユーザーへの提案を主導していくぐらいの営業

員を育てる必要がある。
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議　事：

（１） 18年度教育事業収支概要報告

　基礎講座、SE講座、更新研修各受講者がいずれも

計画に対し増加しており特にSE講座受講者が大幅に

増えた結果、期初のマイナス予算からプラス予算に

転じた。

（２）19年度教育事業予算策定方針について

　現在の景気動向、過去の参加の傾向を加味して19

年度は基礎講座115名、SE講座150名、更新研修

50名、永世SE40名とし、3月実施のアンケート結果

をみて最終計画を立てる旨説明があり、了承された。

　懸案の管理職研修会実施については、具体案が出

た時点で単発的な研修会を開催することにした。

（３）19年度「日工販SE教育受講のおすすめ」

案作成について

　例年と同様な案が提示された。受講料は変更せず

昨年と同じとしてある旨説明があり、本案は了承さ

れた。

（４）19年度「日工販SE教育」参加に関する

アンケート調査のこと

　昨年のアンケート調査内容について説明があり、

討議の結果、前年通りで実施することにした。

（５）通信教育用「産業用ロボット」テキスト

改訂について

　賛助会員のファナック㈱主任研究員工学博士、常

務理事榊原伸介氏に執筆をお願いすることになった

旨報告があった。

（６）日工販SE資格承認シール手持ち在庫

処理のこと

　平成10年3月に販売開始したが11年3月以後注

文がないSE資格承認シール在庫品の今期末廃棄処分

を次回理事会に諮ることにした。

次回開催：

　5月22日（火）　12：30～15：00

　機械工具会館5階会議室

第９３回　調査広報委員会

日　時：2月21日（水）　12：30～15：00

場　所：機械工具会館5階

出席者：田尻委員長、委員5名、事務局3名

委員長挨拶：

　今期の委員による今後の委員会は本日を含めて2

回の開催となる。今年に入っても工作機械業界は好

調を維持しており、特に外需の伸びが大きい。水準的

には多少落ちてきたがまだ忙しい環境が続く。本日

は通常の議題に加えて前回から懸案の日工販活動PR

パンフレット及びリクルート用DVD作成について討

議していただきます。

議　事：

（1）次年度事業計画のこと

①調査広報活動検討

a）日工販ニュースの発行方針について

討議の結果、日工販ニュースは昨年同様年10回

の発行とすることで、全員の賛成を得た。

複合加工機の定義を決めて年に一度会員の販売状

況の調査を実施し毎年記録して行けば参考になる

ので次年度委員会での検討課題とする。

b）日工販ニュース、動態調査以外の事業具体案

リクルート用DVDの作成、協会PRパンフレット

作成以外の提案はなし。

c）予算案策定について

専務理事より18年度の予算及び実績見込みにつ

いて報告があった。概ね予定通り進んでおり、最

終的に支出は予算を若干下回る。

検討の結果、19年度事業としては本年事業内容以

外に、名簿の発行と、理事会承認が得られればリ

クルート用DVD作成、PRパンフレット作成を加

味し、予算策定することになった。次回委員会で

委員長より予算原案を提示し了解を求めることに

した。

②委員会開催日程について

討議の結果例年通り5回の開催とすることにした。
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東部地区　研修会

東部地区委員会

日　時：2月28日（木）　13：00～14：30

場　所：仏教伝道センター　8階「和」

出席者：尾瀬委員長、委員5名、事務局2名

議　事：

（１） 当日の研修会・懇親会運営について

　研修会は質疑応答を含めて、15時から16時半ま

4月、7月、9月、11月、09年2月

（２）日工販ニュース編集の件

①編集方針検討

3月号編集について事務局より掲載する寄稿、記

事内容の説明があり承認された。

②19年度ニュース表紙（表紙、デザイン）検討

デザインについては現在のものを継続使用し、色

は「愛、連帯、絆」を表現する明るいあずき色を採

用することにした。

（３）日工販活動PRのこと

①日工販活動PRパンフレットのこと

前回に続き討議を行なったが時間切れで結論が出

ず、次回まで各委員よりアイデアを提出していた

だくことにした。対象は広く一般、メーカー、ユー

ザーとして、会員が活用できる内容とし、会員勧

誘にも利用できる内容とする。

②工作機械営業員リクルート用DVDの作成

事務局長より会員の若手社員に実施したアンケー

ト回答を織り込んだ内容の企画案が提示され説明

があった。田尻委員長より、その企画案をベース

とした業者からの見積を取ったが400万円に近い

金額提示であり、当方の見込みを超えるので制作

期間を短縮する等の工夫を凝らし価格見直しの検

討を依頼した旨報告があった。

次回開催：

　4月24日（火）　14：00～16:30

　機械工具会館5階

で経済産業省製造産業局産業機械課長補佐 石川勝一

郎氏と同生産機械二係 高橋貴洋氏が平成19年度経

済産業重点施策について講演を行う予定で約60名

出席予定。司会進行役は尾瀬委員長。懇親会では、始

めに尾瀬委員長から今年度最後の行事なので、活動

報告を行い乾杯のうえ懇親会スタート。

（２） 18年度委員会事業費見込み報告について

　本日の行事で今年度全ての行事が終了。予算案に

比べて全ての行事が予算を下回っており結果として

大幅に予算を残す見込み。

（３） 19年度地区行事計画について

　19年度行事も18年度と同様の内容で夏休み前に

工場見学と製品研修会、夏の終わりに市場動向の情

報交換会、秋にゴルフ会、12月に講演会・忘年会そ

して3月の研修会を実施する事にする。工場見学会

訪問先候補については、第一候補として目先を変え

て転造盤メーカーの㈱ニッセーと榎本機工㈱訪問を

検討している。一方製品研修会については、航空機製

造関連が機体・エンジン等幅が広く且つこれからも

国内で伸びる産業なので関連メーカーに部品加工に

ついての説明会の参加を打診することにした。

開催日：2月28日（水）　15：00～16：30

会　場：仏教伝道センター　8階「和」

研修テーマ：

　平成19年度経済産業重点政策について

講　師：経済産業省製造産業局産業機械課課長補佐

　　　　石川勝一郎 氏

　　　　経済産業省製造産業局産業機械課生産機械ニ係

　　　　高橋貴洋 氏

出席者：正会員26名、賛助会員メーカー9名

　　　　リース会社13名　　計48名

　冒頭、尾瀬東部地区委員長の挨拶に続き、講師両

名の紹介があり、両講師より研修テーマにつき説明

がありました。
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石川講師説明要旨：

①平成19年度経済産業省予算案の概要

一般会計予算4,262億円を確保の予定

内訳：成長戦略推進要望で361億円、次世代の市

場を切り開く科学技術振興費に1,461億、中小企

業対策費に1,245億円

②イノベーション創出を目指した研究開発の展開：

具体的な事業として

次世代知能ロボット、次世代航空機、次世代自動

車等向け電池、がん対策等先進医療技術、循環社

会構築型光触媒創生プロジェクト、希少金属代替

材料開発、情報大航海プロジェクト

③平成19年度研究開発プログラム予算案について：

技術戦略マップ、研究開発プログラムの紹介

高橋講師説明要旨：

経済産業省 平成19年度税制改正のポイント：

①減価償却制度の抜本的見直しを実施、該制度創設

以来（40年ぶり）の改正

・4月以降、新規に取得する資産について、現行の

法定耐用年数経過時点の<残存価値>を撤廃

（10％→0％）し、法定耐用年数時点で全額まで

償却可能な制度とする。

・償却可能限度額を撤廃する。（現行制度で95％

まで償却後5年間で全額均等償却）

・技術進歩が著しい〈IT分野〉の設備について法

定耐用年数を短縮する。

②中小企業の経営基盤の強化

・中小同族会社に対する留保金課税制度の撤廃　

日　時：3月19日（月）　14：30～17：00

会　場：サンコー商事㈱

　　　　本社6階会議室（懇談会）

　　　　6階中会議室（懇親会）

参加者：正副会員15社26名、

　　　　リース賛助会員10社17名、

　　　　計25社43名（懇談会） 36名（懇親会）

テーマ：「販売動向・機械リースの現況と問題点」

司　会：井内委員長

工作機械業界概況説明　　井内中部地区委員長

　昨年の日工会受注統計は1兆4,370億円と過去最

高であり（内需：7,300億円、外需：7,000億円）、

本年受注も1兆3,300億円（日工販・石川会長）、

1兆4,000億円台（日工会・中村会長）並びにニュー

スダイジェスト社・1兆3,500億円と高水準を予想

しており、内需も月平均580～600億円の見込み

通り推移しているとの説明がありました。

中部地区
正副会員・リース賛助会員懇談会

内部留保に対する法人税の上乗せ課税が完全撤

廃され、内部留保が一層可能となる。

・中小企業地域資源活用促進法に基づく税制措置

各地域の<強み>を活かした分野への積極的な

設備投資が可能となる。

③中小企業等基盤強化税制の延長

中小小売、卸、サービス業においても、設備投資を

より積極的に進めることができる。

平成19年度税制改正概要（詳細版）は下記ホーム

ページを参照願います。

http://www.meti.go.jp/press/20061214004/2006124004.html

　研修会終了後、大勢の方が懇親会に出席し、活発に

情報交換をしました。
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お知らせ

第３８回通常総会のご案内

当協会では下記により第38回通常総会を開催致しますのでご案内申し上げます。

ご予定願います。

開 催 日／平成19年6月6日（水）　　会　場／八重洲富士屋ホテル

通常総会／13：00～14：20

記念講演／14：30～16：00

　　　　　演題／「中国民営企業の躍進と日本の中小企業」

　　　　　講師／関 満博氏（一橋大学大学院商学研究科教授）

懇 親 会／16：30～18：00

正副会員会社の業況・受注動向発表概略：

　建設機械は依然として堅調で、航空機関連も期待

が持てるが、自動車関連案件の先行きも不透明で、な

おかつ価格交渉も一段と厳しくなっており、全般的

に受注環境は下期に入り厳しさを増している。金型

関連もピークを過ぎた感があり、中小企業の設備投

資は一服感があり、来期以降に不安を抱くところが

多い。ただし、工具関係の大きな落ち込みはなく、IT

関連の樹脂加工ユーザーは好調である。

　商社に対する国内ユーザーおよび海外進出プラン

トへの対応期待が大きいが人材不足でこたえられな

いところもある。

リース会社　機械リースの業況と問題点：

　建設機械は増加しており順調であるが、工作機械は

厳しく昨年の秋から引き合いが減少している。問題点

はここ2～3年倒産が急増しており保険のトラブルが

多い。当地区は、赤字の会社も多いが、債務超過が

10年続いても存続する会社もある。税金を払いたく

ないため債務超過にしている模様であり判断が難

しい。

　成形機関係は元気であるが、一般切削機械は自動

車業界の影響で厳しい。トヨタ自動車に期待してい

るが、品質問題などで計画が遅れ、下請け業者も厳し

い状況で昨年は厳しい結果であった。中小ユーザー

から、中国・タイなど海外の相談が増加している。

　名古屋地区は地元の金融機関が力を持っているた

め苦戦している。三河レート／尾張レートなど特別

なレートで大変厳しい。

意見交換：

　昨年の厳しい環境を反映してか、倒産・保険及び再

リース・オペレーティングリースについての意見交

換が活発に行われた。オペレーティングリースの取

り扱いが30％超えるリース会社もあり、多彩なユー

ザーニーズにこたえる商品である。但し節税を目的

とする場合は注意が必要であるとのリース会社から

の助言もあった。リース会社から正会員に対して、

ユーザーとの取引実績並びに工具類など日常の取引

状況などを情報として提供して欲しいなどの要望が

あり、協力する事を確認し閉会となりました。

懇親会：

　懇談会終了後別室にて、下野機械・下野社長による

乾杯の挨拶により和やかな明るい雰囲気で情報交換

が繰り広げられ盛り上がりました。最後に山下機械・

山下会長より中部地区工作機械産業の歩みと工作機

械販売の難しさを永年の経験に基づいてお話し頂き、

出席者全員今後の活躍を誓い終焉となりました。

（報告：サンコー商事㈱刈谷支店長 太田 徹）
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マルカキカイ㈱
海外営業部長

安　田　洋　祐

「　生　き　方　」

　世間では天命を知る齢となるも未だ自分の天命が分からずの現在の心境で、原因の一つに読書の偏りを

痛感します。若かりし頃は目前の処理の為仕事やマネジメントに関する書籍を猟読しましたが、人間や思

想に関するものは眼中にありませんでした。

　ここにきて多少は後ろを振り返る余裕がでてきたお陰で、｢人生とは｣とのテーマに興味が湧き、最近読

んだ本の中で稲盛和夫氏の「生き方」に深い感銘を受けました。

　巻頭で「今日の社会の混乱が人生観の欠如に起因する。人間は何のために生きるのかという根本的な問

いかけが必要ではないか。」との問題意識から筆を起こされ、「よい心がけを忘れず、もてる能力を発揮し、

つねに情熱を傾けていく。それが人生を成功に導く王道で宇宙の法則に沿った生き方である。」と結論付

けされ、その考え方を人生の方程式として「人生・仕事の結果＝考え方X熱意X能力」を提示されていま

す。ハハーなるほどこれはしたり、仕事に対する取り組みで熱意と能力の掛け合わせは当然の事であるが、

考え方が間違っていると結果が180度違ってくる。最悪の場合は官憲の手を煩わすことにもなる。日々

自分の行動をチェックする物差しとして目から鱗のキーワードとして早速手帳の見返しに書き込みしま

した。また、別の頁には、物事をなすには「自燃性」の人間でなくてはならない。人間のタイプにも物と同

じように ①火を近づけると燃え上がる可燃性 ②火を近づけても燃えない不燃性 ③自分で勝手に燃え上

がる自燃性 の3つがある。ハハーこれまたしたり、自分自身は、周りの人間はどれかなと思わず自問自

答し、これも手帳の見返しに。読み進めていくなかで、どうしてもマネジメントに関わる項目に目が留

まってしまいましたが、本のなかの此処彼処に人生に関わる貴重な思想、考え方が散りばめられており、

読み返すたびに異なったフレーズが心に残ります。価格以上の価値がある本だと思いました。

　読了感としては、人生功成り名を遂げた人達の思想・哲学には共通点が多く、そこに真理があるのだと

強く感じます。物事に取り組む態度で、かの松下幸之助氏も「知識も大事、知恵も大事、才能も大事。し

かし何よりも大事なのは熱意と誠意である。この2つがあれば何ごとでも成し遂げられる。」と語ってい

ました。また、宇宙の法則についても松下氏の言う「自然の理法」という考え方を感じます。人生無理を

するとどこかで歪みが生じ、マイナスの結果を引き起こす。日頃のビジネスも人生の一部ですから同じ事

が言えると思います。昨今の状況はどうも判断基準が、自分中心で金銭価値の多寡、自分にとって好まし

いか否かが中心となっている様に感じます。ここでもう一度原点復帰してみる必要があるのではと強く感

じました。自分の過去を振り返れば、ぞっとする事も少なからずあり、その報いを畏れつつ、人生の指針

となる本に巡り合えたことに感謝を感じつつ筆を置きます。

稲盛和男著　サンマーク出版
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工作機械・FA流通動態調査１
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工作機械過去5年機種別受注実績
（ 上段：全体  下段：Ｎ/Ｃ機 ）

年

機　種

旋　　　　　盤

ボ　ー　ル　盤

中　ぐ　り　盤

フ ラ イ ス 盤

研　　削　　盤

歯　車　機　械

専　　用　　機

マシニングセンタ

立て形

横　形

その他

放 電 加 工 機

そ　　の　　他

Ｆ　　Ｍ　　Ｓ

合　　　　　計

（単位：百万円、％）

出所 ： （社）日本工作機械工業会

前年比 増加寄与率
2002年 2003年 2004年 2005年

2006年
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2006年　工作機械関連産業の生産高

コメント：工作機械関連産業の生産高（2006年）

一昨年、昨年に続いて景気は底堅い。国内投資は伸びは少なくなってきたが高い水準で推移している。

輸出は東アジア、インド等アジア向けが相変らず絶好調。米国も底堅い。ドイツ等欧州向けが伸びてき

た。世界的に好調を持続している。

（出所）工作用機器：日本工作機器工業会

　　　　そ　の　他：経済産業省生産動態統計調査
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植田機械㈱
取締役社長

松　田　紀　男

“成るべきして成る”
（5年前の素晴しい社員は何処へ行ったの）

　最近コンプライアンスという言葉をよく聞きます。企業では経営理念・方針・戦略を全社員が理解して

仕事に取り組もうとしています。仕事の取り組み方とか、愛社精神・コンプライアンス等々の原点は“礼

儀作法”にあると思います。最近そのことを再認識させられました。

　“一生懸命頑張って来たのに、何故か今大変なんです！”とよく聞く話です。

　私は以前お客様から“礼儀作法”が出来れば価値のある仕事が出来るようになり、そして愛社精神が生

まれると教えられました。心から礼儀作法が出来れば5Sから営業活動での目標・計画・行動・成果、そし

て問題点を明確にして、改革へ、又、後輩の指導等々が出来るようになるという事です。“お早う”“有難う

ございます”から後輩の指導が出来る迄、階段を一歩一歩登るが如く、成長して行けると考えております。

　素晴しい会社だなと思っていた顧客の社内に緩みが窺がえるようになり、何故この様に変わったのかな

と大変驚きましたが、礼儀作法が疎かになっていた事が後でわかりました。5年程前は、現場を歩いてい

る時、又は廊下でのすれ違いの時など大きな声で“こんにちは”“お早うございます”と挨拶をしてくれま

した。又、工場内の整理・整頓も行き届いていました。仕事に於いても、機械加工のミスも少なく、トライ

成形でも1～2回のトライで完成・検収まで無駄のない仕事ぶりでお客様からも大変評価されていました。

その頃に比べ大変なギャップを感じました。

　同社では現状の問題を改善する事により、コスト削減は、年間1億円近くになることが明らかになり、

工場内の“眠れる資産”を資金に変えるべく心のこもった仕事が出来るように新たにスタートしたようで

す。“成るべきして成った”その問題点は“礼儀作法”が出来なくなった事です。

　“お早う”“ありがとうございます”と大きな声で挨拶が出来、又、感謝の気持ちで相手の事を考える事

から協調性が生まれ、同じ目標に対して夢を語り合える。そのような環境作りに全員参加出来るようにな

れば愛社精神の輪が広がり、企業のエンジンもフルパワーで回転する事が出来ます。機械加工に於いても、

次の工程で加工がしやすいように考えて、最良の品質で完成する気遣いが必要です。最終的には全員でお

客様に喜んで頂ける商品を造る事が出来ます。

　私達が後輩の指導にあたって愛情を持って叱っているのか？ 褒めているのか？ 将来の夢を語り大事

な若手社員に充分な指導をしているのか？ 改めて考えさせられました。好況下の中、将来の為、今のうち

に体質改善をして体力をつけておきたいと良く聞きますが、それとは別に社員の健全な体と、健全な精神

で主体性のある積極的な営業活動が出来る様に社員と共に勉強して行きたく考えております。

　“成るべきして成る”は気付かないうちに“幸せの道”“不幸せな道”の分かれ道があります。其の分かれ

道には“気付き”が必要です。是非“幸せの道”をお互いに歩みたいものですネ!!

　その道を歩むのは“礼儀作法”という心のパスポートが必要であると再認識させられました。
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会員・業界消息
代表者変更 …… 東部地区正会員 トッキ・インダストリーズ㈱ 取締役社長  角田　勉（3月16日）

賛助会員メーカー オーエスジー㈱ 取締役社長  石川則男（2月17日）
㈱グラフィックプロダクツ 取締役社長  西野直之（3月28日）
㈱松浦機械製作所 取締役社長  松浦勝俊（3月23日）

賛助会員リース 興銀リース㈱ 取締役社長  阿部　勗（4月1日）
ダイヤモンドリース㈱とUFJセントラルリース㈱は合併し
新社名が三菱UFJリース㈱となる 取締役社長  小幡尚孝（4月1日）
新住所　〒100-8462 東京都千代田区丸の内3-3-1 新東京ビル

窓口変更 ……… 賛助会員 ㈱グラフィックプロダクツ 取締役社長  西野直之
三菱UFJリース㈱ 機械営業部長  岡本直人

行事予定
調査広報委員会 ………………………… 4月24日（火） 機械工具会館
政策委員会 ……………………………… 5月9日（水） 名古屋／安保ホール
定例理事会 ……………………………… 5月9日（水） 名古屋／安保ホール
教育委員会 ……………………………… 5月15日（火） 機械工具会館
西部地区懇親ゴルフ会 ………………… 5月22日（火） 西宮高原ゴルフ倶楽部
第１回SE基礎講座 ……………………… 5月24日（木）～26日（土） 日本工業大学　
東部地区工場見学会 …………………… 5月29日（火） ㈱ニッセー、榎本機工㈱
第38回通常総会………………………… 6月6日（水） 八重洲富士屋ホテル
第2回SE基礎講座 ……………………… 6月7日（木）～9日（土） 日本工業大学
展示会
微細精密加工技術展2007 …………… 平成19年5月23日（水）～26日（土） インテックス大阪
2007自動車部品生産システム展 …… 平成19年6月13日（水）～16日（土） 東京ビッグサイト
EMOハノーバー2007 ………………… 平成19年9月17日（月）～22日（土） ドイツ・ハノーバー
メカトロテックジャパン2007 ……… 平成19年10月17日（水）～20日（土） ポートメッセなごや

● 北朝鮮問題を話し合う６ヵ国協議が先月再開されましたが、マカオの銀行バンコ・デルタ・アジアにある凍
結北朝鮮資金の全額解除を求めて実質的な協議を拒否し、またしても協議は得ることなく中止されました。
北朝鮮は２国間協議で拉致問題は解決済みとの主張を曲げず、新たな進展は見られませんでした。

● 北陸電力の滋賀原子力発電所１号機の臨界事故発覚に端を発し、続々として過去の臨界事故が暴き出され、
ついに東京電力の福島第一原発での1979年当時の長時間にわたる臨界事故が明るみに出ました。いずれも制
御棒の脱落により核分裂が連続しておきた事故で、東京電力の事故が当時公表され情報の共有化が計られて
いれば、昨年末の東部地区講演会で東京大学大学院工学系研究科の濱口助教授が講演「失敗に学ぶ」で説か
れたように、その失敗経験が生かされていれば、その後の事故が避けられた可能性は高いといえます。

● 日工会の２月受注は前年同月比16.5％増の1,314億円で、初めての1,300億円台となり史上最高額を更新しま
した。内需は３ヵ月振りに前年比プラス5.6％の634億円で、外需は18ヵ月連続前年比プラスで29.0％増の680
億円を計上しました。欧州向けは史上2番目、アジア向けは3番目と堅調を維持しています。

● 今月の巻頭言では、伊藤忠メカトロニクス㈱尾瀬社長がアル・ゴア アメリカ元副大統領の地球温暖化危機
を説く「不都合な真実」に触れています。尾瀬社長は、工作機械業界は永年の取引関係・人間関係を重視する
文化があるだけに、「不都合な真実」が聞こえにくいのではないかと危惧されています。取引関係・人間関係
を重視するからこそ、事実を事実としてぶつけ合うことで堅い信頼関係を築き合っていきたいものです。

● 気象庁が誤ったデータによる桜の開花予想を修正しましたが、暖冬の影響で例年より開花が早まり東京が
３月20日に日本列島で一番早い開花となりました。その後、寒い日が数日続きましたので、花見頃が若干遅
れましたが、満開の桜の下で入社式や入学式を祝うことができたところも多いと思います。



［東部地区（36社）］

㈱ 旭 商 工 社
伊藤忠メカトロニクス㈱
今 井 機 械 工 業 ㈱
㈱ エ ム エ ム ケ ー
大 石 機 械 ㈱
㈱ カ ナ デ ン
㈱カネコ・コーポレーション
㈱ 兼 松 Ｋ Ｇ Ｋ
㈱ 京 　 　 二
㈱ 共 和 工 機
群 馬 工 機 ㈱
㈱ 国 　 　 興
㈱ 三 機 商 会
三 洋 マ シ ン ㈱
サ ン ワ 産 業 ㈱
シ マ モ ト 技 研 ㈱
住友商事マシネックス㈱
㈱ セ イ ロ ジ ャ パ ン
誠和エンジニアリング㈱
太 平 興 業 ㈱
㈱ 高 橋 機 械
帝通エンヂニヤリング㈱
㈱ テ 　 ヅ 　 カ
㈱トーメンテクノソリューションズ
常 盤 産 業 ㈱
トッキ・インダストリーズ㈱
独 協 機 械 ㈱
㈱ ト 　 ミ 　 タ
㈱ Ｎ ａ Ｉ Ｔ Ｏ
日 鋼 商 事 ㈱
藤 田 総 合 機 器 ㈱
松 茂 工 販 ㈱
三 菱 商 事 テ ク ノ ス ㈱
㈱ ヤ マ モ リ
ユ ア サ 商 事 ㈱
米 沢 工 機 ㈱

［中部地区（20社）］

石 原 商 事 ㈱
㈱ 井 　 　 高
岡 谷 機 販 ㈱
カ ト ー 機 械 ㈱
釜 　 　 屋 ㈱
岐 阜 機 械 商 事 ㈱
甲 信 商 事 ㈱
三 栄 商 事 ㈱
三 機 商 事 ㈱
サ ン コ ー 商 事 ㈱
三 立 興 産 ㈱
下 野 機 械 ㈱

㈱ 大 　 　 成
㈱ 大 　 　 誠
㈱ 東 　 　 陽
㈱ 日 本 精 機 商 会
浜 松 貿 易 ㈱
㈱ 不 　 　 二
山 下 機 械 ㈱
ワ シ ノ 商 事 ㈱

［西部地区（16社）］

赤 澤 機 械 ㈱
伊 吹 産 業 ㈱
植 田 機 械 ㈱
㈱ お 　 じ 　 ま
関 西 機 械 ㈱
京 華 産 業 ㈱
五 誠 機 械 産 業 ㈱
桜 井 機 械 ㈱
㈱ ジ ー ネ ッ ト
大 幸 産 業 ㈱
㈱ 立 花 エ レ テ ッ ク
西 川 産 業 ㈱
日 本 産 商 ㈱
マ ル カ キ カ イ ㈱
宮 脇 機 械 プ ラ ン ト ㈱
㈱ 山 　 　 善

［製造業（53社）］

㈱ エ 　 グ 　 ロ
S M C ㈱
エ ヌ テ ィ ー ツ ー ル ㈱
エ ン シ ュ ウ ㈱
オ ー エ ス ジ ー ㈱
オ ー ク マ ㈱
大 阪 機 工 ㈱
㈱岡本工作機械製作所
㈱神崎高級工機製作所
㈱ 北 川 鉄 工 所
キ タ ム ラ 機 械 ㈱
キ ャ ム タ ス ㈱
京 　 セ 　 ラ ㈱
㈱グラフィックプロダクツ
黒 田 精 工 ㈱
㈱ ジ ェ イ テ ク ト
㈱ シ ギ ヤ 精 機 製 作 所
新 日 本 工 機 ㈱
住友電工ハードメタル㈱
㈱ ソ デ ィ ッ ク
大 昭 和 精 機 ㈱
高 松 機 械 工 業 ㈱
㈱ 滝 澤 鉄 工 所

㈱ ツ 　 ガ 　 ミ
津 田 駒 工 業 ㈱
㈱ テ ク ノ ワ シ ノ
㈱ 東 京 精 密
東芝機械マシナリー㈱
東 洋 精 機 工 業 ㈱
㈱ナガセインテグレックス
中 村 留 精 密 工 業 ㈱
㈱ 日 研 工 作 所
㈱ 日 平 ト ヤ マ
野 村 精 機 ㈱
浜 井 産 業 ㈱
日 立 ツ ー ル ㈱
フ ァ ナ ッ ク ㈱
富 士 機 械 製 造 ㈱
ブ ラ ザ ー 販 売 ㈱
豊 和 工 業 ㈱
牧 野 フ ラ イ ス 精 機 ㈱
㈱牧野フライス製作所
㈱ 松 浦 機 械 製 作 所
三 井 精 機 工 業 ㈱
㈱ ミ ツ ト ヨ
三 菱 重 工 業 ㈱
三 菱 電 機 ㈱
三菱マテリアルツールズ㈱
㈱ ミ 　 ヤ 　 ノ
メルダスシステムエンジニアリング㈱
㈱ 森 精 機 製 作 所
安 田 工 業 ㈱
ヤ マ ザ キ マ ザ ッ ク ㈱

［リース業（19社）］

N T T フ ァ イ ナ ン ス㈱
協 同 リ ー ス ㈱
共 友 リ ー ス ㈱
近 畿 総 合 リ ー ス ㈱
興 銀 リ ー ス ㈱
首 都 圏 リ ー ス ㈱
昭 和 リ ー ス ㈱
GEキャピタルリーシング㈱
住 商 リ ー ス ㈱
東 京 リ ー ス ㈱
東 銀 リ ー ス ㈱
東 芝 フ ァ イ ナ ン ス ㈱
日本機械リース販売㈱
日 立 キ ャ ピ タ ル ㈱
㈱ 芙 蓉 リ ー ス 販 売
三 井 住 友 銀 リ ー ス ㈱
三 井 リ ー ス 事 業 ㈱
三菱電機クレジット㈱
三 菱 U F J リ ー ス ㈱

正会員（全72社）

日本工作機械販売協会　会員会社一覧　（50音順）

平成19年4月1日現在

賛助会員（全72社）


